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独立性 P45



報告経路が機能していない

P48も参照

Unit2-4

範囲・アクセス・監査資源の制限



P52







内部監査業務マニュアル







内部監査業務に関わる者や組織、CIA資格保有者

がどのように行動すべきか迷った時の行動規範



原則1～5















CPEで2単位は必須となっている



内部監査業務マニュアルの作成や

ステークホルダーからのフィードバック









内部監査業務マニュアル

















主に基準1.1～1.3を逸脱する行動

原則5：秘密の保持違反



例：CPE







個人の客観性



・監査対象部門と金銭的利害関係が無い

・親族がいない







懐疑心：物事の意味や見解について疑いを抱く心理状態



侵害が見受けられる場合、監査報告書や活動報告書で

開示する







廉価な物品（マグカップ、カレンダー等）は除く



P75

P51

マニュアル作成、定期的な1on1



監査対象部門の取引先に親族がいる





内部監査人の提言によるコスト削減が

内部監査人のボーナスに連動しないようにする















対象部門、2つの経路

監査人の交代



監査人の交代

侵害に該当しそうな業務は

行わない





Key Point

CAEが監督責任を負う部署のアシュアランス業務の

監督は誰が実施するか

内部監査部門以外の監督者(CIA資格保有者

が望ましい)



20x1年

購買部門

20x2年 20x3年

内部監査部門

アドバイザリー業務

は可能

アシュアランス業務

一定の考慮が必要



本日の論点

Chapter 2

◎ 2, 3, 8

◆ 部門の独立性とCAEの適格性

◆ 3ラインモデル

◆ 倫理と専門職としての気質

Chapter 3

◎ 5, 6, 13   

◆ 個人の客観性
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